















































































































地底の道を通して霊地が結ばれるビジョンは、伊豆・走湯山の縁起（鎌倉時代末～南北朝時代）とも呼応する。鴨志田美香「走湯山の縁起―「異域の神人」走湯権現と「根本地主」白道明神・早追権現をめぐって」 （ 『国文学解釈と鑑賞』六三巻一二号、一九九八年） 。
3　
大高康正「富士山 参詣曼荼羅を絵解く―重要文化財指定本と新出松栄寺本」（ 『聚美』一八号、二〇一六年） 、同「富士参詣曼荼羅にみる富士登拝と参詣路













































































































引かれており、格調高い写経と言えよう。その最も特徴的な点は、欠筆および則天文字が散見されることである。欠筆とは中国皇帝を敬い その諱の末画を省いたものである。多くは宋の太祖の祖父 敬およびその音と通ずる文字であるため、宋代の経典をもとにしている も考えられるが 一方で唐代の則天武后の制字 則天文字も使用されていることから、安易に底本を決することはできない。研意智により書き改めら た可能性も含めて今後の検討が求められるが このような特徴 ある用字の大般若経は他に知られておらず、その点 も貴重な写本であると言えよう。
なお、文化財登録されている五八五巻の全てが研意智書写本というわけ

















































 、読解の便を考え 旧字や異体 は通用の字体に改めたほか、私に句読点を付した。但し、 「釼」 「秡」 躰 の字はそのままとした。また必要な注記は右傍に（　
）で示した。
三
























































































































































































































































それがこの史料に登場する地名全体 包括し 素直に捉えることは難しい。というのも、 「宗次良拘分」という記述に続いて、 「一、寺内七良大夫、一、たん 、一、あかね、一、山かミ、一、ためとを」という地名が記述されるが、その後に「山家分」と記されているのである
（第三紙裏）
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のＪＲ東海道本線の愛知御津駅および、三河大塚駅近辺の場所に集まっいる。 「拘分」とあることから、こ あたり 地域が、宗次郎が直接的に支配・あるいは管理するような場所として捉えることも可能かもしれない。
一方で、 「山家分」であるが、表１で示したようにどこまでを山家分と
して捉えていいのか はっきりしない。しか 、 「山家分」 「下條四ケ村」
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2　「謹言上（遠州一国と屋敷二軒を辻之坊与右兵衛死去につき返却願い） 」 （村山浅間神社関連文書「旧大鏡坊富士家文書」Ｋ一三〇号、富士宮市教育委員会寄託） 。





























































































































































? ? ? ?
? ? ? ?




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































容の『熱田講式』を書写していたこと 、 『塩尻』巻 十一に抜粋された本文から知られている
7。
これらの資料からは、菟足神社の神道灌頂大事等八通が伝授された当時
に、熱田宮において、座主が自ら熱田宮の参詣作法や遷宮次第、さらには縁起や講式など 儀礼を積極的に整え、秘事口伝を体系化し伝授す 営みをうかがうことができる。それらの秘事口伝が、熱田の社僧のみならず、地方の拠点となる神社 神主にも授けられ、展開し 消息を示すのが 菟足神社の神道資料といえるだろう。その特色は、第一にそれが同一人の授けた体系的な伝授であ こと、第二 熱田宮の縁起や 参作法に根ざ こと、第三に同時代に集中的な展開が想定できることにある。
まず指摘されるのは、八通がみな「熱田権大二僧祇良泉法印」を伝授者




「安久」 「菟足神社神主菅原宿祢定広」の三名である。このうち「森家」 「安久」は、姓ではなく名であろう。書写の筆跡は、これら三名によって異なる。また、「森家」 「安久」の切紙に朱筆は施されていないが、「定広」のものには朱による訓の書き入れが多く施されている。密教をはじめ神道の伝授の場で 、とりわけ訓は口伝として重んじられ、特に朱で書き入れられた。 「定広」の伝授資料に施された多くの朱筆は、そうした伝授の営みを如実 伝えるも ある。 「定広」は神主としての地位を明記して、特に多くの口 を授かってい 熱田の神道伝授を授かることで、菟足神社は熱田流の儀礼作法を伝える場として、地域社会における権威を高めた はなかったか。
次に、これらの灌頂の儀礼を介して伝授された秘説が、熱田宮独自の社



































































































































































































































































































































































































































外宮の風儀を伝える灌頂の道場に 都卒内院」である熱田宮を荘厳し、天照大明神をはじめ諸神を残り無く遷 て、御榊に神躰を安置し 神飯供え御酒を献じ、燎
にわび
を挙げて和歌を詠ずる作法が説かれている。それは、
同じ八通のうちに『神祇灌頂酒印信』が含まれ、和歌が掲げられていることとも関わろう。これらの作法を経て、熱田宮の内院を荘厳 、熱田神と伊勢の神々をはじめ諸 が集う宝前で、岩戸神楽を行い 法楽を捧げて灌頂儀礼を執り行い、御導師をはじめ結縁の受者 集う神道灌頂の空間が熱田宮の外院として形作られたのである。
このような場が、熱田周辺の顕密寺院から離れ、例えば菟足神社のよう















阿部泰郎「熱田宮の縁起―『とはずがたり』の縁起語りから」 （ 『国文学解釈と鑑賞』六三巻一二号、一九九八年） 、同「中世熱田宮の宗教世界―
熱田をめぐ


























































































































○印記の無いもの。　『譲神代事』 『神目縄大事』 『神道外院遷宮祝』の三通。○ イ印を端裏外題上、その下の署名、内題上、末尾の識語下、ロ印を奥書定広署名に押すもの。

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































伊藤正義「熱田の深秘」 （ 『人文研究』三一巻九号、一九七九年） 、同「続・熱田の深秘―
資料『神祇官』 」 （同三四巻四号、一九八二年） 。阿部泰郎「熱田の













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































さらに五位変移の過程を、伝法灌頂の入壇から、出堂・歎徳までの各段階に配当した図で、前図の注解といったもの。最後 「面受一巻」は、先の二伝についての実運の口決で、冒頭「当に知るべし、入壇灌頂の次第伝授の義とは、則ち此 胎内 五位・法爾五輪の成道・自然正覚の旨を指示す」とあり、胎内五位が灌頂次第と重なることを説いたものである。
さらに、鎌倉後期になると五位図の本説としての偽経が作られる。 『生
死本源経』で る。現在真福寺、猿投神社 西教寺等 伝来するこの経典は、正式名「父子天性三世相続十界輪円照無始无終生死本源経」と称し、阿日佉三蔵訳とする。冒頭の序品で、南天鉄塔において金剛薩埵が龍猛菩薩に説いた教えとする。以下 貪瞋癡品第二、十二因縁品第三、入胎品第四、出胎品第五、入涅槃品第六で構成される。こ うち胎内 位 説が出てくるのは「入胎品」であ にその最初の部分を引く。
亦復告げて言く、一切衆生は、因に依て此の父母和合して而生ず。入胎の始めの時、三魂は即ち三辰宮より下りて母の耳より入り、男子は右穴、女子は左穴、七魂は即ち穴宮より下り、父の精は肺臟より月宮に転入す。母の精は心臓より日宮に転入す。父母の二渧、日月両宮、能住・所住不二の名号なり五臓の精神は五根より肝臓に入 、歳星 眼根より心臓に入り、瑩惑は舌根より脾臓に入 鎮星 口中より肺臓に入 、太白 鼻根 腎臓 入り、辰星は耳根より入る。此の五星と三魂・七魂とは是れ最初成就の十五金剛本
─ 387 ─



































































































































也。是者 骨 ナル 此赤白二色ノ二ノ
字ハ、胎金両部大日如来ノ因果、


























































































『 「偽書」の生成―中世的思考と表現』森話社、二〇〇三年） 。同「 『石室』についてのメモ」 （ 『日本古典文学における偽書の系譜の研究』科学研究費補助金〔基盤（Ｂ） （






同『中世天照大神信仰の研究 （法藏館、二〇一一年） 。同『神道の形成と中世神話』 （吉川弘文館、二〇一六年） 。海野圭介「和歌注釈と室町の学問」 （ 『中世文学』六一、二〇一六年） 。同「 『五蔵曼荼羅和会釈』と和歌注釈―『玉伝深秘巻 『玉伝和歌最頂』 『深秘九
章』の説く和歌観の淵源を探る」 （国文学研究資料館編『中世古今和歌集注釈の世界―毘沙門堂古今集注 よみとく』勉誠出版、二〇一八年） 。
小川豊生「京都大学図書館蔵『神道大事』―〈翻刻と解題〉 」 （千本英史編『日本
文学における偽書の系譜の研究』奈良女子大学、二〇〇三年 。
同『中世日本の神話・文字・身体』 （森話社、二〇一六年） 。落合俊典「スペンサー本の道範撰『五智五蔵秘密抄』 」 （国文学研究資料館編『絵
が物語る日本―ニューヨークスペンサーコレクションを訪ねて』 弥井書店、二〇一四年） 。



























































中村一基「 「胎内十月図」の思想史的展開」 （ 『岩手大学教育学部 年報』五〇
―一、一九九〇年） 。
三輪正胤『和歌秘伝の研究』 （風間書房、一九九四年） 。
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本報告にあたり、御高配を賜りました菟足神社宮司
　
川出厳郎氏（職位は調査
時） 、豊川市文化財保護審議会委員
　
中村重藏氏、熱田神宮文化部長
　
野村辰美氏、
豊橋市美術博物館
　
鶴田智大氏、國學院大學研究開発推進機構
　
大東敬明氏、東
京大学史料編纂所
　
藤原重雄氏に深く感謝申し上げます。
　
本稿は、東京大学史料編纂所二〇一九年度一般共同研究「参詣曼荼羅図を中心
とする富士山信仰史資料の総合的研究と公開」 （代表大高康正）の助成を受けて行われた研究の成果の一部です。
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